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 日本紅斑熱の病原体であるRickettsia japonicaは、複数種のマダニ

から検出報告があるが、九州や中国地方ではヤマアラシチマダニが

R.japonicaの媒介種として注目されている。2008年以降、当所のマダニ

の調査でヤマアラシチマダニが採取されたのは湖西市と沼津市の「沼津

アルプス」近辺であった。しかし、2015年に熱海市及び伊東市でもこの

マダニが採取された。 

 

 

 要     旨 
 静岡県では2000年から2016年5月までに5症例の日本紅斑熱患者が

報告されているが、発生地域は「沼津アルプス」近辺の沼津市及び

伊豆の国市のみであった。しかし、2016年11月に伊東市で初めての

患者が発生したことから、ヤマアラシチマダニとの関連性が疑われ

る。 

 （簡 潔 に） 

 

 

 

 

 日本紅斑熱は同一地域で繰り返し患者が発生する傾向にあるため、

「沼津アルプス」近辺や伊東市では今後も患者が発生することが予想さ

れる。しかし、採取したマダニのうちR.japonicaが検出されたことのあ

る種類のマダニは、県内に生息するマダニの約８割であることから、他

の地域でも患者が発生する可能性がある。 

 

 

 

 

 

  

 
 

 


